
その不安や悩み､ぜひ相談してください
お子さんの勉強や友人関係､また､しつけのことで不安を抱えたり､悩人；でいたりすることはありませんか。

県教育委員会では､各種相談窓口の設置や､学校へのスクールカウンセラー配置派遣なとﾐ児童

生徒や保護者の皆さんが相談できる環境を整えていますろ専門の相談員が､抱えている悩みや不安、

思いなどを一緒に考えていきますので､ぜひご相談ください。
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いじめ･体罰については．

029-221-5550 県北地区

0291-33-6317 県南地区
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県央地区

鹿行地区

県西地区
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’いじめ･体罰解消サポートセンター

相談方法

受付時間

電話・面接･Eメール・ホームベージ内電子掲示板への書き込み(匿名も可）

電話・面接：月・水9:00～16:30火・木・金9:00～18:30
Eメールー書き込み：24時間
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不登校･情緒不安などの悩みは・ ・ ・

TEL･FAXO296-71-3870

Eメール7830@centerjbkedjp

電話受付時間: 800～2100

（毎日､ただし､12/27~1/3を除く）

FAX･Eメール:24時間

面接での相談受付TELO296-78-3219

(鰡王言鐸贈:践謨:龍を除く）

子どもの発達についての相談は・・ ・

TELO296-78-2777

相談方法：電話・面接(要予約）

面接場所は、県教育研修センター

受付時間:9:30～16:30

（土日、祝日、 12/29～1/3を除く）
」
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唱蕪韮迩亜國
県の教育行政に関するご質問、ご意見､ご提言

相談方法：県教育委員会ホームページ内専用

フォームへの書き込み

L

言

宗…G渇二御
こ せんよう そうだんまどぐち

子ども専用の相談窓口

TELO29-221-8181FAXO29-302-2166

相談方法：電話･FAX･Eメール

受付時間：24時間(毎日いつでもお電話ください）

’ | 検索＃’教育行政相談茨城
、

https://www.edu.prefibarakijp/board/qa/

soudan/postmail/index.html

県内の公立小中学校に関するご質問等は、各市

町村教育委員会までお願いします。 ’’ L撞室_梨子どもホットライン
L 。
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露鰻 鍛懸
圏匪蕊》少年の非行問題、犯罪被害に関し、少年自身、

保護者、教育関係者等からの相

錬蟻談に対応しています。一人で悩
まず気軽に相談してください。

TEL O29-231-0900(水戸）
029-847-0919(つくば）

Eメールkeishonen@prefibaraki｣g.jp
（24時間受付、ただし返信は
平日8:30～17:15の間）

受付時間：24時間（平日17:15～翌日8:30
及び士日、祝日は本部当直対応）

相談の希望は各学校へ

各学校には､いじめや不登校などに対応す

るため､専門的な知識や経験のあるスクール

カウンセラーが配置･派遣さｵてていま説

児童生徒だけではなく､保護者からの相談

にも応じますので､相談したい方は､直接､学

校にお問い合わせください。
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曲各種相談窓□では､高校生を含む幅広い年代の子どもたちの相談を受け付けています｡ぜひ､ご相談ください。 ＠



＠
て
一
崎
一
癖
蕊
踊
騨
灌

し
、
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
、
「
こ
の
学
校
は

自
分
に
は
合
わ
な
い
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

扣
任
か
ら
は
、
宿
題
を
提
出
せ
ず
、
授
業
態

度
が
意
欲
的
で
な
い
の
で
、
「
こ
の
ま
ま
で
は

進
学
す
る
に
は
成
績
が
心
配
で
す
。
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
（
高
一
女
子
の
母
）

④
さ
ぞ
困
惑
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
「
学
校
は
自
分
に
合
わ

な
い
」
と
言
い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
勉

強
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
か
、
学
校
で
の
人

間
関
係
に
原
因
が
あ
る
の
か
な
ど
、
ま
ず
は
、

理
由
を
よ
く
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
娘
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に

は
、
娘
さ
ん
白
身
に
、
今
自
分
が
何
を
し
た

い
か
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
、
で
き

る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
せ
る
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
、

娘
さ
ん
の
気
持
ち
を
よ
く
受
け
止
め
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
設
定
や
日
常
生
活
の

過
ご
し
方
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
と
と
も

に
、
改
め
て
担
任
か
ら
、
学
校
で
の
様
子
や

進
級
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

心
配
す
る
あ
ま
り
、
親
の
考
え
を
押
し
つ

け
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
娘
さ
ん
に
、
自

分
自
身
を
振
り
返
る
時
間
を
持
て
る
よ
う
に

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
の
教
育
相
談
員
）

電
話
相
談
０
２
９
６
（
７
１
）
３
８
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’ ’家
庭
教
青
相
談

勉
強
を
し
な
く
な
っ
た
娘

高
校
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
期

に
、
娘
さ
ん
か
ら
の
こ
の
言
動
に
は
、 ’

~

子
ど
も
が
「
だ
れ
に
も
相
談
で
き
な
い
」

と
い
う
悩
み
を
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
だ
れ
に
も
話
せ
な
か
っ
た
理
川
」

は
子
ど
も
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

ど
う
話
せ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
子
、

怒
ら
れ
る
の
が
嫌
な
子
、
話
す
の
が
恥
ず

か
し
い
子
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
怖
い

子
、
弱
音
や
ぐ
ち
は
ダ
メ
だ
と
思
う
子
、

心
配
や
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
子
、
自
分

が
悪
い
と
思
い
や
す
い
子
、
も
う
傷
つ
き

た
く
な
い
と
思
う
子
…
な
ど
、
様
々
な
理

由
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
や
友
だ

ち
、
身
近
な
人
に
相
談
で
き
ず
に
苦
し
ん

で
い
る
子
ど
も
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
で
届
く
「
子
ど
も
の
声
」
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。
お
話
を
し
て
く
れ

る
方
の
気
持
ち
を
て
い
ね
い
に
聞
き
、
一

緒
に
感
じ
た
り
、
悩
ん
だ
り
、
考
え
た
り

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
「
電
話

を
か
け
る
の
は
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
知

ら
な
い
人
だ
か
ら
こ
そ
安
心
し
て
話
が
で

き
た
」
と
感
想
を
教
え
て
く
れ
る
子
ど
も

も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
「
誰
に
も

話
せ
な
い
」
と
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
む

こ
と
の
な
い
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
、
心
に

寄
り
添
っ
た
相
談
窓
口
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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電
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で
の
相
談
は
「
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
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２
９
（
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８
１
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１
で
受
け
付
け
て

い

ま

す

。

画
義
務
教
育
課
生
徒
指
導
い
じ
め
対
策
推
進
室

ｈ
Ｏ
２
９
（
３
０
１
）
５
２
２
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
中
高
生
專
川
相
談
窓

ｕ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
こ
と
、
友
達

の
こ
と
、
自
分
自
身
の
こ
と
な
ど
の
相
談
に
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
が
あ
な
た
の
話
を

て
い
ね
い
に
聴
き
ま
す
。
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乗蝿肉の中学生･海校生を対黛としたLINEを活雨した相険室ロTす

いばら老子どもSNS相談2020
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